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研究成果の概要（和文）：がん患者へのマインドフルネスは、患者の抑うつ感と不安感を低減さ

せ、さらにマインドフルネスを体験した後は肯定的な心理変化がみられた。また、マインドフ

ルネスプログラムは、気分のなかの緊張を低減し、活力を維持することに効果があること、さ

らに精神的健康度が低い人に対してより効果があることが明らかになった。  

 
研究成果の概要（英文）：Our mindfulness program for cancer patients decreased anxiety and 
depression and changed their cognition positively. Moreover, this program reduced tension 
and maintained energy of mood, and its’ effect was much more for unhealthy persons than 
healthy persons.  
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１．研究開始当初の背景 

がんは、日本人の死因のトップに入り、政
府もがん基本対策法などを制定し、その対策
を行っている。がん患者は、不安や抑うつ感
の他、生きる意味感を喪失するスピリチュア
ルペインを経験する。そのような苦悩に対す
るケアを開発することは、がん患者の生命の
質（Quality of Life: QOL）を向上させるた
めに重要と考えられた。 
がん患者の QOLを高める方法の一つとして、

心理療法としてのマインドフルネスがある。
研究開発当初は、(1) 海外ではマインドフル
ネスががん患者への心理的ケアに有効であ
ることが示されていたが、日本ではその効果
が示されていなかった、(2) 海外で開発され

たプログラムがそのまま日本人のがん患者
に適用できるのか、プログラムを体験した後
の心理的変化は海外と同じかは明らかでは
なかった、(3) 海外のプログラムは日常生活
レベル（ADL）が高い人用であり、終末期な
どの ADLが低い人用のものは存在しなかった、
(4) マインドフルネスプログラムの効果を
生理学的に調べた実証的研究は尐なかった、
(5) 海外では、がんという病気の体験を通し
て得たものを測定する Benefit Finding 
Scale があったが、日本では、まだその尺度
が作成されていなかった、という背景があり、
このような問題に対応する必要があった。 
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２．研究の目的 
(1) 治療中のがん患者が実施できるマイン
ドフルネスプログラムを作成し、患者の不安、
抑うつ感、およびスピリチュアルペインへの
効果を調べる。 
 
(2) マインドフルネスプログラム前後にお
ける心理的な変化を調べるとともに、海外と
日本との相違を調べる。 
 
(3) 終末期のがん患者ができるベッドでで
きるマインドフルネスプログラムを作成し、
その効果を調べる。 
 

 

 
(4) マインドフルネスプラグラムの効果に
ついて、気分（覚醒度）を指標として調べる。
覚醒度には、緊張感を示す緊張覚醒(Tense 
Arousal; TA)と、活力を示すエネルギー覚醒
(Energetic Arousal; EA)がある。これらの
効果は精神的健康度が低い人により効果が
あると予想され、この点を調べる。さらに、
唾液アミラーゼと皮膚電気抵抗(GSR)の値の
変化を調べ、ストレスの軽減に有効かを調べ
る。 
 

(5) 病気の体験のなかに意味を見出す
Benefit Finding Scale を作成する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 治療中のがん患者が実施できるマイン
ドフルネスプログラムは、共同研究者であり、
ヨガ講師の伊藤が中心になって原案を考え、

がん患者に適用できるように安藤が仕上げ、
マインドフルネスの CD、DVD、およびパンフ
レットを作成した。乳がん患者を対象として、
２回の面接を実施した。面接の初回の前と、
最終面接の後に、スピリチュアリティの測定
には FACIT-Sp を、不安や抑うつ感の測定に
は HADS を用いて効果を調べた。 
 

(2) マインドフルネスプログラム前後にお
ける心理的な変化は、1) のプログラム実施
後のアンケートにおいて自由記述を求め内
容を質的に分析した。 
 

(3) 終末期のがん患者がベッドでできるマ
インドフルネスプログラムの作成について
は、伊藤と安藤が中心となり CD や DVD を作
成し、ホスピスに入院中の患者に実施してい
る。 
 
(4) マインドフルネスプラグラムの気分（覚
醒度）に及ぼす効果を健康な大学生を対象と
して行った。マインドフルネスプログラム前
に、精神的健康度と気分について回答しても
らい、プログラムを実施した後に、再度気分
を尋ねた。精神的健康度によって健康群と非
健康群に分けて分析した。 
 

(5) 病気の体験のなかに意味を見出す
Benefit Finding Scale を作成することにつ
いては、先行研究をもとにして予め尺度を作
成した後、がん患者に回答してもらい因子分
析によってスケールを作成した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 乳がん患者を対象としてマインドフル
ネスプログラムを実施したところ、抑うつ感
や不安は有意に低下した。スピリチュアルペ
インは天井効果のために有意差はみられな
かった。Journal of Palliative Medicine に
論文化された。 
 
(2) プログラム前後での心理的な変化を調
べたところ、肯定的な認知の変化がみられた。
その他、海外では「病気と闘う」などの姿勢
がみられたが、日本では「病気と付き合う」
という相違もみられた。Supportive Care 
Cancer に論文化された。 
 
(3) ベッドでできるマインドフルネスプロ
グラムは、現在もホスピスの患者を対象とし
て実施している。継続中である。 
 
(4) プログラムの効果を生理学的指標（唾液
によるストレス値、皮膚電気抵抗の値）と心
理学的指標（気分チェックリストによる覚醒
度、TA と EA）を用いて実証的に調べた。精



 

 

神的健康度が高い群(non-risk group)と精神
的健康度が低い群(high risk group)の２群
に分けた。精神的健康度が低い人ほど、緊張
感はより低下して、エネルギー覚醒は維持さ
れていた。唾液の変化や皮膚電気抵抗につい
ても、より精神的健康度が低い人ほど、より
効果がみられていた。 Cancer Therapy とい
う本の一章に掲載予定である。 
 
表１精神的健康度の高低によるマインドフ 

ルネスの覚醒度に及ぼす効果 

   
 TA  EA  

 Effect 

size r 

Level Effect 

size r 

Level 

Non-risk 

group 

0.72 Large 0.74 Large 

High-risk 

group 

0.84 Large 0.09 None 

 

表２ 精神的健康度の高低によるマインド
フルネスの皮膚電気抵抗と唾液アミラーゼ
への効果 
 GSR  Amylase  

 Effect 

size r 

Level Effect 

size r 

Level 

Non-risk 

group 

0.02 None 0.32 Medium 

High-risk 

group 

0.38 Medium 0.60 Large 

 

 
(5) Benefit Finding Scale は完成され、論
文 化 さ れ て い る。 American Journal of 
Hospice に掲載された。 
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